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市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
存
在
で
あ
る

犬
山
城
。
国
宝
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
平
成
16
年
4
月
に
「
犬
山
城
白
帝
文

庫
」
が
設
立
さ
れ
る
以
前
は
、
国
内
で
唯

一
の
個
人
所
有
の
城
と
し
て
も
有
名
で
し

た
。

　

近
年
は
、
空
前
の
城
ブ
ー
ム
も
あ
り
、

城
を
訪
れ
る
人
が
増
加
。
入
場
者
数
は
、

9
年
連
続
で
増
加
し
、
今
年
度
も
昨
年
並

み
の
人
数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
城
主
は
成
瀬
家
で

し
た
が
、
そ
の
初
代
・
成
瀬
正ま

さ
な
り成
は
徳
川

家
康
の
深
い
信
頼
を
う
け
て
政
権
を
支
え

る
と
と
も
に
、
幼
く
し
て
尾
張
藩
主
と

な
っ
た
徳
川
義
直
の
行
く
末
を
委
ね
ら
れ

て
尾
張
藩
付
家
老
と
な
っ
た
人
物
で
す
。

　

正
成
が
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
か
ら
犬
山

城
を
拝
領
し
た
の
が
元
和
3（
1
6
1
7
）

年
の
こ
と
。
今
年
は
、
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う

ど
４
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
に

あ
た
り
、
現
在
の
所
有
者
で
あ
る
公
益
財

団
法
人
犬
山
城
白
帝
文
庫
と
協
力
し
、
記

念
事
業
を
4
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
計
画

し
て
い
ま
す
。

犬山城を成瀬家が拝領して
今年で400年です

犬山祭（ユネスコ無形文化遺産）
4月1日土・2日日開催



　

正
成
は
永
禄
10
（
1
5
6
7
）

年
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
徳

川
家
康
に
小
姓
と
し
て
仕
え
ま
し

た
。
初
め
て
戦
場
に
立
っ
た
の
は

天
正
12（
1
5
8
4
）年
の
小
牧
・

長
久
手
合
戦
、
17
歳
の
と
き
で
し

た
。

　

慶
長
5（
１６

０
０
）年
の
関
ヶ

原
合
戦
で
も
家
康
の
近
く
で
武
功

を
あ
げ
ま
し
た
。
家
康
に
対
す
る

正
成
の
忠
誠
ぶ
り
は
、
唐
犬
頭
巾

を
か
ぶ
る
正
成
の
勇
姿
に
目
を
留

め
た
豊
臣
秀
吉
が
、
5
万
石
で
召

し
抱
え
よ
う
と
し
た
の
を
、
家
康

の
も
と
を
離
れ
た
く
な
い
と
断
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
く
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
家
康
政
権
の
重
臣
と

し
て
そ
の
施
策
を
担
い
、
慶
長
15

成
瀬
正
成
の
略
歴

騎乗の正成、家来を伴っています
（長久手合戦図屏風

　（白帝文庫所蔵）より）

唐
とう

犬
けん

頭
ず

巾
きん

（白帝文庫所蔵）

正成が使った鞍
くら

（白帝文庫所蔵）

成瀬正成像（白林寺所蔵）

中央の湾曲した屋根が唐破風

頭にかぶるフードで、成瀬正成の
家臣である近藤伊吉が作ったもの
です。舶来犬（唐犬）の垂れた耳
をイメージした突起が頭の両脇に
あるのが特徴です。

正成が徳川家康から拝領した馬
具。がっしりした実戦的な造りで、
黒塗の地に琴・琴

こと

柱
じ

・雲形が金蒔
絵で表されています。

（
1
6
1
0
）
年
に
は
初
代
尾
張

藩
主
の
徳
川
義
直
を
補
佐
す
る
尾

張
藩
付
家
老
と
な
り
ま
し
た
。
と

同
時
に
、
家
康
の
存
命
中
は
そ
の

重
臣
と
し
て
の
仕
事
も
こ
な
し
て

い
ま
す
。

　

元
和
2
（
1
6
1
6
）
年
に
家

康
が
没
し
て
の
ち
は
、
尾
張
の
政

務
を
と
る
と
と
も
に
、
尾
張
藩
と

徳
川
幕
府
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
翌
元
和
3
（
１
６
１

７
）
年
、
犬
山
城
主
と
な
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
続
く
、

安
定
し
た
城
下
町
の
発
展
は
こ
れ

が
ス
タ
ー
ト
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
正
面
か
ら
城
を
望
む
と
よ
く

目
立
つ
唐か

ら

破は

風ふ

は
、
正
成
の
好
み

で
付
け
た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

寛
永
2
（
1
6
2
5
）
年
に
死

去
し
、
遺
言
に
よ
り
日
光
東
照
宮

の
家
康
廟
所
近
く
に
葬
ら
れ
、
今

も
こ
こ
に
墓
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

徳
川
義
直
は
、
正
成
の
死
を
い
た

ん
で
名
古
屋
に
白
林
寺
を
建
て
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
正
成
は
武
勇
に

も
知
略
に
も
す
ぐ
れ
た
才
能
を
発

揮
し
、
時
代
を
担
っ
た
武
将
の
一

人
で
す
。

◦
城
と
ま
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
文

化
史
料
館
）
特
別
展

「
成
瀬
正
成
　
一
代
記
」

▼
と
き　

10
月
26
日
㊍
〜
11
月
27

日
㊊

ま
す
。

◦
パ
ネ
ル
展

　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
や
犬
山
城

天
守
に
お
い
て
、正
成
や
犬
山
城
、

歴
代
城
主
な
ど
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
ま
す
。

◦
犬
山
城
に
関
す
る
連
続
講
座

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
等

で
受
講
者
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

◦
記
念
講
演

　

講
師
に
徳
川
宗
家
十
八
代
徳
川

恒
孝
氏
を
迎
え
て
の
講
演
会
を
11

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

◦
城
と
ま
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
文

化
史
料
館
）
企
画
展

「
犬
山
城
資
料
展
」

▼
と
き　

4
月
1
日
㊏
〜
25
日
㊋

◦
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

春
・
秋
の
犬
山
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
実
施
さ
れ
る
犬
山
観
光
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
に
「
犬
山
城
部
門
」
を

設
け
、優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

◦
「
広
報
犬
山
」
で
の
連
載

　「
成
瀬
正
成
　
一
代
記
」

　

毎
月
15
日
号
に
、
犬
山
城
と
正

成
に
つ
い
て
連
載
記
事
を
掲
載
し

春の犬山キャンペーン（5月31日㊌まで）

FreeWi-Fiで城下町がますます楽しく！

▼問合せ先　犬山観光案内所（☎61・6000）
◦ぶらり城下町スタンプラリー
　専用台紙に、市内キャンペーンの加盟150店のスタンプを 3つ集めると、抽選です
てきな賞品が当たります。
◦風流お花見船　 3月29日㊌〜 4月 9日㊐
　船上から犬山城の雄姿や満開の桜を堪能しませんか。（有料）
▼のりば　犬山橋遊覧船のりば（木曽川観光事務所）
◦お花見人力車　 3月29日㊌〜 4月 9日㊐
　期間限定で木曽川遊歩道桜並木に人力車が登場！車夫は吉本の若手お笑い芸人で
す。（有料）
◦わん丸君が参上！　㊏㊐㊗
　犬山城前広場や有楽苑入り口にわん丸君が参上します。記念撮影もできます。
◦�その他、犬山観光写真コンテストなど催しいっぱいです。
　詳しくは、ホームページを見てください。

　下記施設では、無料でインターネットに接続できる公衆無線LANが利用できます。
春の犬山キャンペーンを「.Inuyama_Free_WiFi」を使ってお楽しみください。
　犬山観光案内所、犬山城下町観光案内所、犬山城（天守前広場）、城とまちミュー
ジアム、からくり展示館、どんでん館、旧磯部家住宅、旧堀部家住宅、本町ポケット
パーク、余遊亭、福祉会館（ 1階）

犬山城成瀬家拝領
400年記念事業

▼
問
合
せ
先

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
44
・
0
3
5
4
）、　

公
益
財
団
法
人
犬
山
城
白
帝

文
庫
（
☎
62
・
4
7
00

）

名城犬山城の美しい姿を詠んだ俳句を募集します。
春夏秋冬の季節ごとに選考を行い、さらに四季を通じた最
優秀賞を選びます。
▼応募期間　 4 月 1 日㊏〜11月30日㊍
　　　　　　（平成30年 2 月発表予定）
▼部　　門　一般の部、18歳未満の部、小学生の部
▼応募方法　�投句はがきのほか、インターネット（パソコ

ン・スマートフォン）、ファックスで応募でき
ます。詳細はホームページをご覧ください。

▼投句はがき�・投句箱設置場所　犬山城、犬山観光案内所、
犬山国際観光センターフロイデなど

▼問合せ先�　公益財団法人犬山城白帝文庫
　　　　　　（☎62・4700、FAX62・2055）

犬山城成瀬家拝領400年俳句コンテスト 検索

犬山 検索
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犬山祭（ユネスコ無形文化遺産）　
4月1日㊏・2日㊐開催

4 月 1 日㊏　試
しん

楽
がく

祭
さい

8 ：00〜 9 ：00　�各町内から針綱神社（犬山城前広場）
に向け車山出発

9：40〜10：40　�13輌の車山が針綱神社（犬山城前広場）
に集結

12：00〜13：30　�6 輌の車山が順次「からくり」を披露
後、犬山駅西口へ（駅前組）

13：40〜15：10　�7 輌の車山が順次「からくり」を披露
後、その場に待機（神社組）

　神社組（ 7輌）
　18：00　車山 7輌が365個の提灯を点灯開始
　18：45　�針綱神社（犬山城前広場）を出発、城下町を

運行し順次各町内に戻る
　21：45　各町内帰着
　駅前組（ 6輌）
　18：00　車山 6輌が365個の提灯を点灯開始
　19：00　夜

よ

車
や

山
ま

曳
ひき

出
だ

し式
　19：30　�犬山駅西口を出発、城下町を運行し順次各町

内に戻る
　21：45　各町内帰着

▼開館時間　午前 9時〜午後 5時（最終入館　午後 4時30分）
▼入 場 料　一般100円（中学生以下無料）　本館・別館（からくり展示館）共通

【からくり人形の実演（期間　 5月31日までの㊏㊐㊗）】
　実演では、茶運び人形や舞台からくり人形の動きを
間近で体感できます。（車山からくりの実演ではありま
せん）
▼時間　①午前10時30分〜　②午後 2時〜
　　　　③午後 3時30分〜
▼場所　からくり展示館

【春期企画展「嗜好品のある暮らし展」
（期間　 3月15日㊌〜 7月 3日㊊）】

　茶・酒・たばこなどの嗜好品には、人の精神をリラッ
クスさせる効果があり、長い歴史の中で人々に楽しま
れ、様々な文化を育んできました。本展では、資料展
示により、嗜好品のある暮らしを紹介します。
　同時に、犬山祭で使用される金襦袢や笛・太鼓など
を展示します。

犬山祭車
や

山
ま

運行スケジュール
▼問合せ先　犬山観光案内所（☎61・6000）

　犬山祭開催に合わせ、昨年まで市体育館で開催され
ていた「姉妹・友好都市交流物産展」が、場所と名称
を変えて実施されます。
▼と　き　 4 月 1 日㊏　午前10時〜午後 8時
　　　　　 4月 2日㊐　午前10時〜午後 5時
▼ところ　犬山駅西駐車場
　　　　　（犬山駅西口ロータリーに隣接した駐車場）
▼出店数　�8 ブース（友好都市 4ブース、犬山市特産

品協会 4ブース）
友好都市　�富山県立山町、宮崎県日南市、兵庫県篠山市、

沖縄県石垣市
（上記以外の出店はありません）

犬山市特産品協会
犬山茶、無添加ハム、地酒、和菓子など

犬山祭　友好都市交流物産展
▼問合せ先　産業課（☎44・0340）

　犬山市と姉妹都市を提携している富山県立山町から、
犬山祭がユネスコ無形文化遺産に登録されたことをお
祝いして雪（250トン）が贈られます。
　雪で遊んだり、雪山をそりで滑りませんか。
　▼と　き　 4 月 1 日㊏・ 2日㊐
　　　　　　午前10時〜午後 3時
　▼ところ　犬山丸の内緑地
　▼参加料　無料
　▼持ち物　手袋・長靴

立山町から雪の贈り物
▼問合せ先　観光交流課（☎44・0343）

城とまちミュージアム（犬山市文化史料館）でも、犬山祭の魅力を紹介しています
▼問合せ先　犬山市文化史料館（☎62・4802）

4 月 2 日㊐　本
ほん

楽
がく

祭
さい

8 ：00〜 8 ：30
　�各町内から針綱神社（犬山
城前広場）に向け車山出発
8：40〜 9 ：20
　�13輌の車山が針綱神社（犬
山城前広場）に集結
9：50〜14：30
　�13輌の車山が順次「からくり」を奉納
　�　「からくり」奉納後、二手に別れて城下町を運行
　�北組（ 6輌）は余坂へ、南組（ 7輌）は下本町へ
16：00　南組（ 7輌）は外町へ移動

　北組（ 6輌）
　18：00　　　　　車山 6輌が365個の提灯を点灯開始
　18：30〜18：55　�余坂を出発、車山 6輌が針綱神社（犬

山城前広場）に向け出発
　19：55〜20：05　�針綱神社（犬山城前広場）を出発、

城下町を運行し順次各町内に戻る
　21：45　　　　　各町内帰着
　南組（ 7輌）
　18：00　　　　　�車山 7輌が365個の提灯を点灯開始
　18：40〜19：10　�外町を出発、車山 7輌が城下町を運

行し順次各町内に戻る
　21：45　　　　　各町内帰着
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城
下
町
の
観
光
拠
点
施
設
や
町
家
を
舞
台
に
今
年
も
「
端
午
の
節
句

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
2
月
〜
3
月
初
旬
に
か
け
、
お
ひ
な
さ

ま
め
ぐ
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
城
下
町
。
今
度
は
五
月
人
形
の
展
示
が

始
ま
り
ガ
ラ
っ
と
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。
見
ど
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

犬山祭の特長は、13輌の車山すべて
にからくり人形があること。車山は、昼
と夜では、一味違った魅力を見せます。

てこの技自慢、「車切」や「どんでん」
も犬山祭の魅力のひとつ。

車山の「下
した

山
やま

」と呼ばれる層には、
金襦袢が目を引く子ども連と若衆が乗
り込み、お囃子を奏でます。

城
下
町
を
楽
し
ん
で
！

4
月
・

　
5
月
も

①
五
月
人
形
飾
り
展
示

▼
と
き　

4
月
10
日
㊊
〜
5
月
10

日
㊌　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
家
住

宅
（
吊
る
し
飾
り
展
示
も
）、
し

み
ん
て
い
、
ど
ん
で
ん
館
、
福
祉

会
館
、
城
下
町
各
店
舗
な
ど
約
10

か
所

②
子
ど
も
に
甲
冑
を
着
せ
て
撮
影

▼
と
き　

5
月
4
日
㊗
、
5
日
㊗

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
家
住
宅

▼
参
加
料　

2
00

円

※
お
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
等
で
自
由

に
撮
影
で
き
ま
す
。

※
当
日
会
場
で
受
け
付
け
。

③
端
午
の
節
句
飾
り
づ
く
り
教
室

（
金
太
郎
他
つ
る
し
飾
り
）

▼
と
き　

4
月
17
日
㊊
、
22
日
㊏

午
前
10
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
家
住
宅　

▼
定
員　

各
10

人　

▼
参
加
料　

1
，
000


円

（
材
料
代
）
▼
申
込
み　

4
月
1

日
㊏
〜
10
日
㊊
ま
で
に　

吊
る
し

飾
り
を
作
ろ
う
会　

吉
田　
（
☎

０９０
・
8
0
7
9
・
1
0
7
3
）
へ

④
城
下
町
歴
訪
と
節
句
飾
り
め
ぐ

り
（
ガ
イ
ド
「
ナ
イ
ス
で
犬
山
」

案
内
）

▼
と
き　

4
月
10
日
㊊
〜
5
月
10

日
㊌　

随
時　

所
要
時
間
約
1
時

間
30
分　

▼
参
加
料　

1
回
1
，

000


円
（
1
グ
ル
ー
プ
20
人
ま

で
）　

▼
集
合
場
所　

旧
磯
部
家

住
宅　

▼
申
込
み　

希
望
す
る
日

▼
問
合
せ
先

犬
山
北
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
会
長

渡
邊
昭
美
（
☎
090
・
４
１
９

６
・
０
７
４
７
）

の
5
日
前
ま
で
に
市
観
光
協
会

（
☎
61
・
2
8
2
5
）
へ

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

3
月
15
日
㊌
〜
4
月
3

日
㊊　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
家
住

宅　

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
合
せ
先　

旧
磯
部
家
住
宅　

（
☎
65
・
3
444


）

　
「
犬
山
祭
ミ
ニ
チ
ュ
ア
車
山
展

示
」
は
、
毎
年
好
評
を
得
て
の
開

催
で
す
。
春
に
開
催
さ
れ
る
犬
山

祭
は
、
城
下
町
の
町
衆
が
代
々
大

切
に
伝
え
て
き
た
祭
り
で
す
。
そ

の
祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
車

山
」
を
城
下
町
在
住
の
方
々
が
細

部
ま
で
こ
だ
わ
り
、
手
づ
く
り
で

※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です

犬
山
祭
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

な
っ
た
意
味

　

今
年
も
犬
山
祭
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
犬
山
の
春
を
彩
る
こ
の

祭
り
は
、
昨
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
国
際
的

な
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
三
層
の

車
山
、
か
ら
く
り
人
形
、
豪
快
な

曳
き
廻
し
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
の
多

い
犬
山
祭
で
す
が
、
そ
れ
を
支
え

る
た
め
に
地
元
で
続
け
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
営
み
に
こ
そ
大
き
な
価

値
が
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
無
形
の
文
化
遺
産
と

し
て
の
犬
山
祭
に
つ
い
て
、
犬
山

祭
保
存
会
の
会
長
に
解
説
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

昨
年
末
犬
山
祭
が
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
が
認
定
す
る
遺
産
に

は
世
界
遺
産
と
無
形
文
化
遺
産
が

あ
り
ま
す
。
世
界
遺
産
は
不
動
産

が
対
象
で
す
か
ら
建
造
物
な
ど
の

よ
う
に
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
欧

米
の
文
化
遺
産
が
中
心
で
す
。
一

方
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に
は
、

形
と
し
て
は
消
滅
す
る
が
そ
の
形

を
再
生
し
続
け
る
習
慣
的
・
民
俗

的
な
生
活
の
文
化
が
残
っ
て
い
ま

す
。
い
わ
ば
世
界
遺
産
は
20
世
紀

型
の
物
中
心
、
無
形
文
化
遺
産
は

21
世
紀
型
の
人
間
中
心
の
捉
え
方

で
す
。

　

そ
も
そ
も
わ
が
国
の
祭
は
多
様

な
宗
教
的
・
民
俗
的
行
事
で
、
正

式
な
統
計
数
字
は
存
在
せ
ず
、
一

説
に
は
数
十
万
と
も
言
わ
れ
ま
す

が
、
京
都
の
祇ぎ

園お
ん

御ご

霊り
ょ
う

会え

を
ル
ー

ツ
と
す
る
い
わ
ゆ
る
曳ひ

き

山や
ま

タ
イ
プ

の
祭
の
う
ち
、
す
で
に
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け

て
い
る
祭
33
が
今
回
ユ
ネ
ス
コ
登

録
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
は
本
来
、
村
落
社
会
で
の
大

自
然
の
摂
理
に
対
す
る
畏
敬
の
念

や
、
先
祖
の
霊
が
蘇
る
神
事
で
す

が
、
曳
山
タ
イ
プ
の
祭
は
、
平
安

京
と
い
う
都
市
に
生
ま
れ
、
経
済

の
発
展
の
中
で
大
衆
と
と
も
に
あ

る
都
市
の
祭
礼
で
す
。
未
だ
科
学

が
存
在
し
な
か
っ
た
古
代
、
都
市

の
最
大
の
脅
威
は
疫
病
で
し
た
。

祇
園
祭
と
は
疫
病
退
散
の
祈
祷
を

す
る
民
衆
の
切
実
な
祈
り
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、犬
山
祭
は
江
戸
初
期（
１

６３５


年
）
城
下
町
が
大
火
の
災

難
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
の
厄
払
い
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
祭
の
岩
盤

に
あ
る
考
え
方
は
、
災
難
や
挫
折

に
会
っ
た
と
き
再
生
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
産う

ぶ

土す
な

の
先
祖
神
や
大
自
然

の
創
造
主
た
る
神
々
に
願
い
、
祈

る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

原
点
で
、
犬
山
の
場
合
、
財
力
の

あ
る
町
衆
た
ち
が
神
の
依よ

り

代し
ろ

で
あ

る
車や

山ま

を
作
り
、
お
囃
子
や
か
ら

く
り
人
形
な
ど
の
芸
能
に
覇は

を
競

い
、
時
代
を
重
ね
る
う
ち
に
文
化

財
の
対
象
に
な
る
よ
う
な
今
日
の

祭
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
犬
山
祭
の
車
山
と
練
り

物
を
有
す
る
町
内
で
構
成
す
る
保

存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
一
年
中
祭
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
祭
が
終

わ
っ
た
翌
日
か
ら
翌
年
の
準
備
が

始
ま
り
ま
す
。
祭
に
か
か
る
経
費

の
捻
出
に
始
ま
り
、
祭
日
の
車
山

の
運
行
経
路
や
爆
発
的
な
観
光
客

対
策
は
犬
山
市
行
政
、観
光
協
会
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
会
社
、
警
察
、
消

防
等
々
と
連
携
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
車
山
を
引
く
梃て

子こ

た
ち
は
総
勢
5
00

人
余
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
7
割
は
車
山
を
持

つ
町
内
以
外
の
若
者
で
す
。
祭
の

主
役
、
子
供
た
ち
の
確
保
も
重
要

で
す
。

　

祭
は
実
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
、
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
実
は
そ
れ
ら
の
「
つ

な
が
り
」
が
、
支
え
合
い
・
補
い

合
い
の
共
同
体
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
400


年
の
昔
か

ら
営
々
と
犬
山
祭
を
通
し
て
、
わ

れ
わ
れ
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

持
続
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
祭
は
、

わ
れ
わ
れ
の
社
会
と
人
生
が
人
と

人
と
の
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
続
す
る
た
め
の

文
化
装
置
で
す
。そ
し
て
こ
の
度
、

わ
れ
わ
れ
の
こ
の
極
め
て
ロ
ー
カ

ル
な
文
化
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
つ
な

が
っ
た
の
で
す
。

　

犬
山
祭
保
存
会
の
今
後
の
課
題

は
、
犬
山
城
下
町
界
隈
の
祭
か
ら

脱
皮
し
、
視
界
を
広
げ
て
犬
山
市

民
全
体
に
愛
さ
れ
る
よ
う
開
放
す

る
こ
と
で
す
。

　

市
民
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

犬
山
祭
保
存
会
会
長　

石
田
芳
弘

犬山城下町
　端午の節句まつり

旧磯部家住宅
犬山祭ミニチュア

車山展示

第3回 4月10日㊊〜5月10日㊌

3月15日㊌〜4月3日㊊

主催　犬山城下町端午の節句・お雛さまめぐり実行委員会

主催　旧磯部邸企画運営委員会
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INFORMATION

■
避
難
所
・
広
域
避
難

　
場
所
の
お
知
ら
せ

【
新
設
・
閉
鎖
】

　

エ
ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ

（
市
体
育
館
）
を
整
備
し
ま
し
た

の
で
、
4
月
1
日
か
ら
避
難
所
に

指
定
し
ま
す
。
ま
た
、
羽
黒
中
央

公
園
を
4
月
1
日
か
ら
広
域
避
難

場
所
に
指
定
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
最
寄
り
の
南
部
公
民

館
の
避
難
所
の
指
定
を
3
月
31
日

で
解
除
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

南
部
公
民
館
が
最
寄
り
の
避
難
所

の
方
々
は
体
育
館
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
地
震
等
が
発
生
し
た
と
き
は
】

　

広
域
避
難
場
所
へ
避
難
し
、
そ

の
後
は
最
寄
り
の
避
難
所
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
場
所
は
、
家
族
や
町
内
で

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

■
犬
山
市
ア
メ
ニ
テ
ィ

　
協
会
職
員
募
集

▼
職
種　

現
場
作
業
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
場
所　

犬
山
市
ア
メ
ニ

テ
ィ
協
会
（
大
字
富
岡
字
小
野
洞

1
0
9
7−

76
）
及
び
犬
山
市
内

▼
業
務
内
容　

道
路
・
公
園
の
草

刈
、
花
と
緑
の
育
成
、
桜
の
診
断

と
管
理
、
市
内
ト
イ
レ
等
観
光
施

設
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ほ
か

▼
応
募
資
格　

60
歳
以
上
、
男
女

不
問　

▼
勤
務
日
数　

月
15
日
程

度
（
㊏
㊐
㊗
勤
務
あ
り
）　

▼
勤

務
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
（
う
ち
昼
休
憩
60
分
）

▼
賃
金
時
給　

1
，
0
1
0
円

（
通
勤
距
離
2
㎞
以
上
は
交
通
費

1
日
2
00

円
支
給
）　

▼
雇
用

期
間　

70
歳
の
誕
生
月
ま
で
（
1

年
ご
と
の
更
新
）　

▼
募
集
人
員　

若
干
名　

▼
保
険　

労
災
保
険
加

入
、
65
歳
ま
で
は
雇
用
保
険
加
入　

▼
面
接　

随
時
（
平
日
）

▼
申
込
み　

犬
山
市
ア
メ
ニ
テ
ィ

協
会
（
☎
63
・
５５

０
５
）
へ
直

接
電
話
後
、
写
真
を
貼
付
し
た
履

歴
書
持
参

【
ペ
ッ
ト
の
避
難
】

　

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
安

全
を
確
保
し
た
上
で
、
ペ
ッ
ト
と

一
緒
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避

難
所
で
の
ペ
ッ
ト
は
、
建
物
内
の

居
住
ス
ペ
ー
ス
に
入
れ
な
い
の
で

建
物
の
外
と
な
り
ま
す
。

　

飼
い
主
の
方
に
は
、
ペ
ッ
ト
の

避
難
用
に
避
難
先
で
の
必
要
品
の

備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
自
身
の
ス
ト
レ

ス
軽
減
の
た
め
、
普
段
か
ら
排
泄

や
む
や
み
に
吠
え
な
い
よ
う
な
し

つ
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課
防
災

担
当
（
☎
44
・
0
3
4
6
）

■
平
成
29
年
度

　
文
化
の
薫
り
高
い

　
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
補
助
金

　

市
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
、

市
の
認
知
度
の
向
上
や
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ

る
継
続
性
の
あ
る
文
化
芸
術
事
業

に
対
し
、
補
助
金
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。（
公
募
式
）

▼
対
象
事
業　

市
内
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
文
化
芸
術
事
業
で
補
助

金
の
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

（
5
事
業
を
上
限
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
か

ら
の
補
助
、
助
成
又
は
委
託
を
受

け
て
い
る
事
業
を
除
き
ま
す
。）　

▼
対
象
団
体　

活
動
の
中
心
や
事

務
局
の
所
在
地
を
市
内
と
す
る
非

営
利
の
団
体
で
、
過
去
3
年
間
に

毎
年
1
回
以
上
文
化
芸
術
事
業
を

企
画
し
実
行
し
た
こ
と
が
あ
る
団

体　

▼
事
業
実
施
期
間　

4
月
1

日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日　

▼
補

助
の
額　

1
事
業
あ
た
り
5
万
円

を
限
度
額
と
し
、
補
助
対
象
経
費

の
2
分
の
1
以
内
の
額　

▼
申
込

み　

4
月
14
日
㊎
ま
で
に
応
募
書

類
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
44
・

0
3
5
2
）
へ
（
郵
送
可
）

※
応
募
書
類
を
も
と
に
選
定
委
員

会
の
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
要
綱
等
詳
し
く
は
、
市

・�「歴史があるからこそ新しい」をコン
セプトにデザインを変更しました。
・�ひらがな横書き表記「いぬやま」が、
漢字たて書き表記「犬山」になります。
　�「犬山」はオリジナル字体で、『市民の
活躍による躍動感』を表しています。

・�毎号、写真で「犬山の今」をお伝えし
ます。

・「縦書きと横書き混在」が、すべて「横書き」に統一されます。
・「右開き」（右綴じ）が、「左開き」（左綴じ）になります。
・15日号に使用していた「青み系」の配色を、「黄色系」に変更します。
・複数ページの最下段にあった広告記事を集約しページを限定します。
・�犬山ホッと伝言板に掲載されていた項目や健康市民・子育て情報コーナー
　などが、アイコンで区分けされます。

広報紙面は、市ホームページでご覧になれますが、
4月 1号からは、行政情報アプリ（アプリケーション）
「マチイロ」（無料）を利用して、スマートフォンや
タブレット端末で、気軽に読むことができます。
・�利用する場合は、利用開始以降に、「マチイロ」の
QRコードをダウンロードしてください。（利用開始
は 3月28日を予定しています。）
・�「マチイロ」を利用すると、ホームページに接続せ
ずに、「広報犬山」を読むことができます。

　「広報いぬやま」は、市民のみなさんにとって、「よりわか
りやすい」「より身近な」「スッキリと読みやすい」広報を目
指し、「広報犬山」に生まれ変わります。

表紙が変わります！

紙面が変わります！

「広報犬山」がスマホでも
読めるようになります！

▼問合せ先　企画広報課（☎44・0311）

※�アプリの使用は無料ですが、アプリそのもの、アプリ内の広報紙などの
ダウンロードにかかる通信料は個人負担となります。

※アプリ内で表示される広告は、犬山市とは関係ありません。

App Store、App Storeのロゴは、Apple Inc.のサービスマークです。
Google Play、Google Play ロゴは、Google Inc.の商標です。

※�見慣れるまで、不便をおかけしますが、ご了承ください。

→

→

表紙イメージ

紙
面
イ
メ
ー
ジ

INFORMATION

■
認
知
症
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
介
護
で
困
っ
て
い
る

家
族
の
人
、
情
報
を
交
換
し
ま

し
ょ
う
。申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
き
　
10
月
4
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
　
▼
と
こ
ろ
　

市
役
所
2
階
2
0
2
会
議
室

▼
テ
ー
マ
　「
介
護
の
仕
方
を
み

ん
な
で
考
え
よ
う
！！
」　
▼
助
言

者
　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
　

相
談
ス
タ
ッ
フ
　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
人
（
在
宅
介
護
、
施
設
入
所

問
わ
ず
）　
▼
参
加
料
　
無
料（
お

茶
代
と
し
て
1
0
0
円
程
度
必

要
）　
▼
定
員
　
30
人
　
▼
問
合

せ
先
　
長
寿
社

会
課
高
齢
者
あ

ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
44
・

0
３
2
５
）

■
高
齢
者
の
地
域
で

　集
え
る
場
を

　紹
介
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
は
、

孤
立
防
止
や
介
護
予
防
、
認
知
症

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

〜
原
ゆ
っ
く
り
サ
ロ
ン
〜

　
地
域
の
住
民
が
相
互
に
支
え
あ

い
見
守
り
あ
え
る
関
係
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
毎
月
第
4
水
曜
日

の
午
後
に
原
集
会
所
で
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
会
の
前
半
は
講
師
を
呼

ん
で
講
話
を
聞
き
、
後
半
は
カ
ラ

オ
ケ
や
囲
碁
将
棋
、
牛
乳
パ
ッ
ク

の
イ
ス
作
り
な
ど
各
々
が
好
き
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は

コ
ー
ヒ
ー
代
と
し
て
1
0
0
円
で

す
。
次
回
は
、
9
月
28
日
㊌
午
後

1
時
か
ら
。
講
話
の
内
容
は
健
康

体
操
の
予
定
で
す
。
お
近
く
の
人

は
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
住
民
主
体

活
動
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
　
長
寿
社
会
課
高
齢

者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

44
・
0
３
2
５
）

催

　し

■
韓
国
料
理
教
室

　〜
IK（
犬
山
韓
国
交
流
）

ひ
ろ
ば
〜

　
韓
国
料
理
を
家
庭
で
作
り
味
わ

い
、韓
国
に
つ
い
て
話
し
て
み
よ
う
。

▼
と
き
　
10
月
15
日
㊏
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
2
時
　
▼
と
こ
ろ
　

南
部
公
民
館
調
理
室
　
▼
講
師
　

和
田
靖
子
（
Ｉ
Ｋ
ひ
ろ
ば
料
理
専

門
員
）　
李リ

温オ
ン

九ク

（
名
古
屋
経
済

大
学
管
理
栄
養
学
科
教
授
）
▼
内

容
　
チ
ャ
プ
チ
（
韓
国
春
雨
料

理
）、
ポ
ッ
サ
ム
（
茹
で
豚
料
理
）　

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
（
中
学
生
以
上
）
の
人
、
Ｉ
Ｋ

ひ
ろ
ば
会
員
、
犬
山
国
際
交
流
協

会
会
員
（
I
I
A
会
員
）
▼
定
員
　

36
人
　
▼
参
加
料
　
８
0
0
円

（
I
I
A
会
員
6
0
0
円
）
▼
持

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま
た

は
帽
子
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、

密
封
容
器
　
▼
申
込
み
　
9
月
27

日
㊋
〜
10
月
6
日
㊍
に
直
接
ま
た

は
電
話
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
犬
山
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
犬
山
国
際

観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
内
　
☎

61
・
1
0
0
0
　
F
A
X

63
・

0
1
５
6
　
E
メ
ー
ルiia@

gra
ce.ocn.ne.jp

）
へ

※
1
回
の
受
け
付
け
に
つ
き
1
名

の
み
　
※
受
付
時
間
　
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
（
㊏
㊐
を
除
く
）

　

▼
参
加
料
　
５
0
0
円
　
▼
定
員
　

先
着
50
人
　
▼
申
込
み
　
不
要
　

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先
　
青
塚
古

墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
（
☎
68
・

2
2
7
2
、午
前
9
時
〜
午
後
5

時
、㊊
休
、
㊗
の
場
合
は
翌
日
）

青
塚
こ
ど
も
教
室

『
秀
吉
の
城
、「
楽
田
城
」
の
ナ

ゾ
を
解
け
！
』

　
楽
田
城
周
辺
を
歩
き
、
城
の
痕

跡
や
当
時
の
土
器
な
ど
を
探
し
ま

す
。
見
つ
け
た
土
器
は
、
そ
の
場

で
専
門
家
が
解
説
し
ま
す
。
調
べ

た
成
果
は
12
月
に
開
催
予
定
の
青

塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
企
画

展
で
公
開
し
ま
す
。

塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設（
☎

68
・
2
2
7
2
、午
前
9
時
〜
午

後
5
時
、㊊
休
、㊗
の
場
合
は
翌
日
）

■
青
塚
古
墳

　秋
の
イ
ベ
ン
ト

ニ
ワ
里
カ
レ
ッ
ジ

『
古
墳
文
化
を
楽
し
む
』

　
楽
し
く
古
墳
を
学
ぶ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

①
「
纏ま

き
む
く向

遺
跡
と
邪
馬
台
国
」

▼
と
き
　
9
月
24
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
　
▼
講
師
　
寺
澤
薫

氏
（
纏ま

き
む
く向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

②「
古
代
の
長
弓
・
戦
い
の
お
話
」

▼
と
き
　
10
月
15
日
㊏
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
▼
講
師
　
岡
安
光

彦
氏

《
①
②
共
通
事
項
》

■
東
之
宮
古
墳

　秋
の
イ
ベ
ン
ト

東
之
宮
古
墳
周
辺
の
史
跡
・�

観
光
散
策
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
作
成

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ�

　
東
之
宮
古
墳
の
整
備
に
向
け
、

東
之
宮
古
墳
を
中
心
と
し
た
周
辺

地
域
の
史
跡
・
観
光
散
策
ル
ー
ト

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し
ま
す
。

　
散
策
ル
ー
ト
を
一
緒
に
作
成
し

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
　
別
表
の

と
お
り
　
▼
定
員
　
15
人（
原
則
全

回
出
席
で
き
る
人
）　
▼
申
込
み
・

問
合
せ
先
　
9
月
15
日
㊍
か
ら
青

▼
と
き
　
10
月
8
日
㊏
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
▼
と
こ
ろ
　
楽
田

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
▼
対
象
　

小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
参
加
料
　
５
0
0
円
　
▼
定
員
　

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）　

▼
申
込
み
　
青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
（
☎
68
・
2
2
7
2
）

青
塚
古
墳
コ
ン
サ
ー
ト
＆
野
外
劇

古
代
音
楽
絵
巻
２�

『
赤
い
壺
の
物
語
』

　
青
塚
古
墳
の
あ
る
美
し
い
風
景

を
見
な
が
ら
、
音
楽
を
楽
し
む
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
・
野
外
劇
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
も
美
し
い
歌
声
と

野
外
劇
を
青
塚
古
墳
前
の
特
設
ス

京
都
国
立
博
物
館
見
学
ツ
ア
ー

　
三
角
縁
神
獣
鏡
を
は
じ
め
と
す

る
東
之
宮
古
墳
か
ら
出
土
し
た
副

葬
品
（
国
の
重
要
文
化
財
）
を
見

学
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

見
学
先
で
は
、
専
門
の
講
師
に
よ

る
解
説
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
10
月
2
日
㊐
午
前
8
時

〜
午
後
6
時
（
予
定
）　
▼
と
こ

ろ
　
京
都
国
立
博
物
館
　
▼
集
合

場
所
　
犬
山
駅
東
口
　
▼
講
師
　

N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
理
事

長
赤
塚
次
郎
氏
、
大
手
前
大
学
教

授
森
下
章
司
氏
、
京
都
国
立
博
物

館
学
芸
部
　
上
席
研
究
員
宮
川
禎

一
氏
　
▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在

テ
ー
ジ
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
16
日
㊐
午
後
5
時

〜
6
時
30
分
（
午
後
4
時
開
場
、

雨
天
実
施
）　
▼
と
こ
ろ
　
青
塚

古
墳
史
跡
公
園
　
▼
観
覧
料
　
前

売
り
2
，
0
0
0
円
（
当
日
2
，

３
0
0
円
）　
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
．
熱
田
神
楽
奉
納

2
．
包ポ

ウ
ジ
ン
ゾ
ン

金
鍾
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）・

長
江
希
代
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）・

安
井
正ま

さ
の
り規（

電
子
オ
ル
ガ
ン
奏
者
）

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

3
．
野
外
劇
「
赤
い
壺
の
物
語
」

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
せ
先
　

青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
（
☎

68
・
2
2
7
2
）

勤
・
在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

（
小
学
生
は
親
の
同
伴
が
必
要
）　

▼
定
員
　
45
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

▼
参
加
料
　
2
，
５
0
0
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
9
月
15

日
㊍
午
前
8
時
30
分
か
ら
歴
史
ま

ち
づ
く
り
課
　（
☎
44
・
0
３
５

４
）

※
申
し
込
み
は
、
本
人
と
そ
の
家

族
に
限
り
ま
す
。

男性も女性も気軽に参加しています。

三角縁神獣鏡

とき ところ 内　容

第1回
10月23日㊐
午前 9時30分

〜正午 犬山駅、
犬山遊園駅
（予定）

東之宮古墳周辺
の散策ルートを
調査します。

第2回
11月 3 日㊗
午前 9時30分

〜正午

第3回
11月 6 日㊐
午前10時

〜正午
堀部邸

ワークショップ
でマップを作成
します。

89 広報いぬやま　H28・9・15号 広報いぬやま　H28・9・15号

4月1日号から
変わります！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
に
あ
る
資
料
を
見
て
く

だ
さ
い
。

※
本
事
業
は
犬
山
市
議
会
の
平
成

29
年
度
予
算
の
議
決
に
基
づ
き
正

式
に
実
施
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

89 広報いぬやま　H29・3・15号 広報いぬやま　H29・3・15号



お知らせINFORMATION

講　座 平成29年度公民館講座　前期受講生募集
〜出会い　ふれ合い　学びあい〜　毎日がもっと楽しく　もっと豊かに

　生きがいをテーマに、健康づくりや暮らしに役立つ講座など、生活に潤いを求めた講座を用意しています。初心者や初級者が対
象です。
▼とき・ところ・内容　下表のとおり　▼対象　市内在住か在勤の18歳以上の人
▼申込み　
　① 4月 6日㊍午前 9時〜10時、初心者（※注 1）の人を先着順に受け付け（定員になり次第終了）
　②同日、午前11時〜正午、定員に満たない講座について、経験者（※注 2）の人を先着順に受け付け（定員になり次第終了）
　※受付場所：①②とも南部公民館 1階　展示室 2・ 3
　③�さらに、定員に満たない講座については、同日、午後 1時から電話での申し込み受け付け（定員になり次第終了、 8日㊏午後

5時まで受け付け）
▼電話申込み・問合せ先　南部公民館（☎68・0834）
▼�その他　開講日の詳しい日程表などは、南部公民館事務室で配布します。なお、申込人数が少ない講座は、開講しない場合があ
ります。

　開講決定後のキャンセルは、材料代を負担していただくことがあります。
　注 1）「初心者」とは、初めてその講座を受講する人および平成26年度以前にその講座を受講した人
　注 2）「経験者」とは、平成27年度、平成28年度にその講座を受講した人

【南部公民館】
講座名 期間 曜日 時間 回 定員 受講料 材料費 講師 内容

手作りパン講座 4/18
〜9/5 ㊋ 9：30〜

13：00 8 20 3,000円 6,300円 寺沢有規 手こねで生地を作り、毎回 2 種類のパンに挑戦し
ます。

リフレッシュ・
ヨガ講座

4/19
〜9/20 ㊌ 10：00〜

11：30 10 20 3,000円 − 太田和世 初めての人でも、身体がかたくても大丈夫！呼吸
に合わせて、無理なくポーズを進めて行きます。

太極拳講座 4/26
〜9/20 ㊌ 13：15〜

15：00 10 15 3,000円 − 西代晃子
床ストレッチ立位ストレッチ（練功十八法）八段
錦（気功法）で気持ちを落ち着かせます。足の運
びの練習を行い、動作は毎回 2 動作を行います。
9 番までの動作を前期で覚えます。

うたごえ教室 4/22
〜9/9 ㊏ 10：00〜

11：30 6 20 3,000円 2,000円 植村亞矢
“楽しみながら歌う”をテーマに懐かしいメロ
ディーから話題の曲まで、皆で一緒に声を出して
たくさん笑いましょう！

旬の食材を使った
ヘルシー料理講座

4/27
〜9/14 ㊍ 9：30〜

13：00 10 20 3,000円 1 回目3,500円
6 回目3,500円 田中貴久枝 旬の食材、特に野菜を多く使って簡単で体にやさ

しい料理を作り、楽しく会食します。

暮らしの中の
お茶講座

4/20
〜9/21 ㊍ 10：00〜

12：00 6 16 3,000円 2,400円 小川裕子

お茶の歴史、成分、産地など基本的なことを学び
ながら、毎回香味の違うお茶をいれて楽しみます。
4 /20煎茶、 5 /18新茶、 6 /22抹茶、 7 /20冷茶、
8 /17玉露、9 /21お茶会（好きなお茶でおもてなし、
マナー）をします。

おしゃれ園芸
（ガーデニング）
講座

4/21
〜9/15 ㊎ 10：00〜

12：00 6 20 3,000円

初回3,500円
2 回目以降

1 講座
3,500円〜
4,000円

安藤祥子
「花は暮らしのアクセサリー」をコンセプトに季
節を感じるコンテナガーデンを楽しみ、管理方法、
飾り方の工夫など楽しく学びます。

季節を楽しむ
お菓子作り講座

4/26
〜9/20 ㊌ 10：00〜

13：00 6 20 3,000円 3,600円 山田章子

季節のイベント（子供の日、お月見）のものや、
季節のフルーツ（いちご、ブルーべリー）を使っ
たお菓子を和菓子も少し取り入れて、子供から大
人の方まで喜ばれるティータイムやプレゼントに
も合うお菓子を作ります。

ココロが
元気になる
大人のぬりえ講座

4/19
〜9/20 ㊌ 10：00〜

12：00 7 20 3,000円 − 藤原真理子
図柄が違う 7 枚のぬりえには、それぞれの図柄に
自分が隠れています。どんな色を使うのか…。そ
こには今の気持ちが表れます。ぬりえで脳トレを
しながら自分のココロと対話してみませんか。

【塔野地公民館】
講座名 期間 曜日 時間 回 定員 受講料 教材費 講師 内容

リラックス・
ヨガ講座

4/18
〜9/5 ㊋ 10：00〜

11：30 10 20 3,000円 − 大原祐美加
呼吸に合わせて、軽い運動、ポーズを行い、血行
を良くしアンチエイジングと心身のリラックスを
促します。

生
　活

務
課
資
産
税
担
当
（
☎
44
・
０
３

１５

）

※
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で

す
。（
法
人
の
場
合
は
、
代
理
人

届
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

※
同
期
間
中
に
閲
覧
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

■
屋
台
を
出
店
さ
れ
る

　
皆
さ
ん
へ

　

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
不
特
定

多
数
の
人
々
が
集
ま
る
催
し
で
、

対
象
火
気
器
具
等
（
※
1
）
を
使

用
す
る
屋
台
な
ど
の
露
店
を
開
設

す
る
場
合
、「
露
店
等
開
設
の
届

出
（
※
2
）」「
消
火
器
の
準
備
」

が
必
要
で
す
。

　

近
親
者
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

幼
稚
園
等
で
父
母
が
主
催
す
る
餅

つ
き
大
会
の
よ
う
に
相
互
に
面
識

が
あ
る
者
が
集
ま
る
催
し
な
ど
は

対
象
外
で
す
。

※
1　

対
象
火
気
器
具
等
と
は
、

火
を
使
用
す
る
器
具
や
液
体
燃
料

（
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
）、
固

体
燃
料
（
炭
、
薪
な
ど
）、
気
体

燃
料
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
）、

電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具
な
ど
で

使
用
に
際
し
火
災
発
生
の
お
そ
れ

の
あ
る
器
具
の
こ
と
で
す
。

※
2　

露
店
等
の
開
設
の
届
出
方

法
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

■
木
之
下
城
伝
承
館

　
堀
部
邸
第
3
期
公
開
！

　

3
月
18
日
㊏
よ
り
通
常
開
館
と

な
り
、
予
約
な
し
で
見
学
で
き
ま

す
。
石
庭
風
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
中
庭
を
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

▼
休
館
日　

㊊
・
㊋
（
㊗

の
と
き
は
翌
日
）

▼
問
合
せ
先　

旧
堀
部
家
住
宅

（
☎
90
・
３７

４
４
）

■
土
地
・
家
屋
価
格
等

　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

▼
と
き　

4
月
3
日
㊊
〜
5
月
1

日
㊊
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）　

▼
と

こ
ろ　

税
務
課　

▼
縦
覧
で
き
る

人　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
及
び

同
居
の
親
族　

▼
問
合
せ
先　

税

　

１
０
０
１
０
１８
　

で
検
索
も

で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

予
防
担
当
（
☎
65
・
3
1
2
3
）

平成29年度
「住宅用太陽光発電
　システム設置費

補助金」
「住宅用蓄電池
　設置費補助金」

　

市
で
は
、
市
内
の
住
宅
に
新
た

に
対
象
設
備
を
設
置
す
る
人
に
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
設
備　

①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

②
住
宅
用
蓄
電
池

▼
対
象
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人
）　

・�

自
己
の
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
対
象
設
備
を
設
置
す
る
人

か
、
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に

対
象
設
備
付
き
の
住
宅
を
市
内

に
購
入
す
る
人

・�

対
象
設
備
の
設
置
工
事
が
未
着

工
の
人
か
、
対
象
設
備
付
き
住

宅
を
購
入
す
る
場
合
は
引
渡
し

前
の
人

・�

平
成
30
年
3
月
30
日
㊎
ま
で
に

設
置
が
完
了
し
、
実
績
報
告
書

の
提
出
が
可
能
な
人

・�

過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
補
助
額

※
設
備
に
よ
り
異
な
り
ま
す

①�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
：
1
k
W
あ
た
り
1
万
円
、

最
大
4
万
円
ま
で

②�

住
宅
用
蓄
電
池
：
1
基
あ
た

り
、
上
限
5
万
円
ま
で

▼
受
付
件
数　

※
設
備
に
よ
り
異

な
り
ま
す

①�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　

1
00

件
（
予
定
）

②
住
宅
用
蓄
電
池　

20
件（
予
定
）

▼
申
込
み　

4
月
3
日
㊊
午
前
9

時
か
ら
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

付
し
、
環
境
課
へ
（
郵
送
不
可
）

▼
そ
の
他　

必
要
な
様
式
、
要
綱

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
に
要
綱
及

び
様
式
を
改
正
し
ま
す
の
で
、
旧

様
式
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
課
（
☎
44
・

0
3
4
5
）

■
平
成
29
年
度

　
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
程
（
会
場
）
等　

下
表

の
と
お
り

▼
願
書
の
配
布
に
つ
い
て　

公
示

日
以
降
、
市
消
防
本
部
と
市
内
各

消
防
出
張
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
願
書
の
提
出
先　
（
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

（
☎
052
・
9
6
2
・
1
5
0
3

〒
4
6
1−

000


1 

名
古
屋

市
中
区
三
の
丸
3−

2−

1
愛
知

県
東
大
手
庁
舎
6
階

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

shoubo-shiken.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も

可
能
で
す
）

▼
問
合
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

危
険
物
担
当（
☎
65
・
３１２８



）

※試験日は会場の都合で変更する場合もあります。
※7月以降の詳細は、ホームページを見てください。

区  分 試  験  日 種    類 公  示  日
願  書  受  付

試験会場
電子申請 書面申請

第 1 回 4 月23日㊐ 乙種
丙種 2 月27日㊊

3 月18日㊏ 9 :00

～

3 月26日㊐17:00

3 月21日㊋

～

3 月29日㊌

名古屋工学院
専門学校

第 2 回 6 月11日㊐
甲種
乙種
丙種

4 月17日㊊
5 月 5 日㊎ 9 :00

～

5 月14日㊐17:00

5 月 8 日㊊

～

5 月17日㊌

愛知大学
豊橋キャンパス

第 3 回 6 月18日㊐
甲種
乙種
丙種

4 月17日㊊
5 月 5 日㊎ 9 :00

～

5 月14日㊐17:00

5 月 8 日㊊

～

5 月17日㊌

名城大学
天白キャンパス
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下水道へ
接続できます！

　 3月31日から、橋爪地区の一部で公共下水道へ接続できる区域
が拡大します。
　これにより、市の下水道整備率は、昨年と比べ2.2％増の67.2％
となります。
　拡大する区域を含め、公共下水道の整備完了地区の人は、快適
な生活環境となるよう 1日も早く下水道への接続工事を行ってく
ださい。なお、接続工事に関するご相談は「犬山市排水設備指定
工事店」に依頼してください。
　また、下水道整備に合わせて、順次「下水道事業受益者負担金」
の納付をお願いしています。平成29年度は、左図区域について受
益者負担金を納付していただくことになります。
　限りある「水」を循環させ、美しい自然を守り、快適で住みよ
いまちづくりを進めるために、ご理解とご協力をお願いします。
〈下水道事業受益者負担金とは〉
　下水道が整備された区域は、環境衛生や土地の利便性が向上し
ます。そこで、土地の利便性の向上などの利益を直接受ける、土
地の所有者またはその権利者に、下水道建設費の一部を負担して
いただくのが受益者負担金制度です。道路、河川などを除くすべ
ての土地が対象となり、土地の面積に応じて受益者（所有者また
は権利者）に納付していただきます。なお、受益者負担金はその
土地に対して一度限りのものです。
▼計算方法　
受益者負担金の総額＝土地の面積（㎡）×単位負担金額（円）
※単位負担金額：土地 1平方メートル当たり500円

▼納付方法　
①分割納付
　負担金総額を 5年に分割し、さらに 1年を 4回の納期に分けて計20回で納める方法。
②一括納付
　負担金総額か 1年分をまとめて納める方法で、この場合については、最高で約16％の前納報奨金が交付
されます。
〈接続工事費用の融資（無利子）のあっせん〉
　下水道への接続を伴う工事で、浄化槽を廃止する場合や汲み取り便所を水洗化に改造する場合に対し、
みなさんの負担が少しでも軽くなるよう、市では改造資金の融資あっせん（利子を市が負担）を行ってい
ます。多額の工事費を一括で支払うことが困難な場合は、この制度を利用することで分割払いができます。

第二名犬ハイツ

第一名犬ハイツ

白帝団地

【融資のあっせん額】 汲み取り便所を水洗
便所に改造する工事

60万円まで
※便槽が 1 箇所増すごとに20万円を加算

浄化槽を廃止する工事 40万円まで
※浄化槽が 1 箇所増すごとに20万円を加算

※ただし、供用開始から 3年
　以内に改造工事をする人が
　対象となります。

▼問合せ先　下水道課（☎44・0337）

　市国民健康保険では、「データヘルス計画」に
ついて、広くみなさんの意見を募集します。
▼募集期間　 3 月17日㊎〜 4月17日㊊
▼計画の公表　①保険年金課、市役所 1階市民
プラザと各出張所で閲覧　②市ホームページに
掲載
▼意見提出方法　
　期間中に住所、氏名、意見を記入して、保険

年金課か各出張所に直接提出するか、郵送、Eメー
ル（030400@city.inuyama.lg.jp）、FAX（44・
0362）で保険年金課へ
▼意見の取り扱い　
　みなさんからの意見・提案は取りまとめの上、
回答とあわせて市ホームページと保険年金課で
公表します。
▼問合せ先　保険年金課（☎44・0327）

■データヘルス計画のパブリックコメントを募集

国保
だより ▼問合せ先　保険年金課国民健康保険担当（☎44・0327）

■こんなときは、14日以内に国保異動の手続きを
　国民健康保険（国保）は、病気やけがをした時の医療費を助け合う制度です。これは市

内に住所がある人で、職場の健康保険に加入している人を除くすべての人が加入するものです。
　 3月・ 4月は、就職や退職、入学、卒業など国保の資格の異動が多い時期です。異動のあった場合は必
ず14日以内に国保の届け出を行い、国民健康保険証の交付や訂正、返却の手続きをしてください。
　手続きを忘れたり、遅れたりすると、医療費の保険給付が受けられない、国保税をさかのぼって支払う
など不利益を受けることがありますので注意してください。

※�上記の他、印鑑、身分証明ができるもの（運転免許証など）と、マイナンバーがわかるもの（個人番号
通知カードなど）、国民年金の手続きも同時に行いますので年金手帳もお持ちください。
※�上記手続きの他、国民健康保険に加入している方が亡くなられた場合にも、手続きが必要となります。
市役所におみえになった際は、国民健康保険以外の手続きも併せてしていただく場合があります。事前
に各担当に問い合わせてください。
［注］�健康保険資格喪失連絡票は、離職（退職）証明と違い、国民健康保険の加入日（健康保険の資格喪

失日）を確認する書類です。離職（退職）証明と同様に、会社から交付されるものです。会社に用
紙が無い場合は、保険年金課国民健康保険担当、各出張所または市ホームページにあります。

手続きが必要なとき 手続きに必要なもの

就職したとき 就職し、職場の健康保険に入ったとき ・勤務先の健康保険証
・国民健康保険証

退職したとき 退職し、職場の健康保険の資格がなく
なったとき ・健康保険資格喪失連絡票［注］

健康保険の扶養へ入ったとき 健康保険の扶養として認定されたとき ・健康保険証
・国民健康保険証

健康保険の扶養から外れたとき 健康保険の扶養から外れ保険がなく
なったとき ・健康保険資格喪失連絡票［注］

任意継続の期間が終わるとき
健康保険を任意継続した人で、期間が
終了するとき（任意継続保険証を返却
する前に手続きが必要）

・�期間満了まで継続の人＝任意継続
の保険証

・�期間満了前に喪失し、国保加入す
る人＝健康保険資格喪失連絡票［注］

修学のため家族と離れて住むとき
修学のため、家族と離れて下宿や寮な
どに住むことになったとき（在学期間
が延長したとき）

・在学証明書か学生証（写し可）
・国民健康保険証

上記の修学を終えたとき 修学のため、家族と別の保険証を受け
ていた人が修学を終えたとき ・修学者用国民健康保険証
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お知らせ▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時

健 康 ーナーコ民市

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

〜
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
〜

　

歯
周
病
は
、
腎
症
、
網
膜
症
、

神
経
障
害
、
大
・
小
血
管
障
害
に

次
ぐ
6
番
目
の
合
併
症
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
人
は
、
そ

う
で
な
い
人
に
比
べ
「
歯
周
病
」

に
か
か
る
率
が
多
く
、
重
症
化
し

や
す
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
と
は
、
す
い
臓
か
ら
分

泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
「
イ
ン
ス
リ

ン
」の
作
用
が
低
下
す
る
こ
と
で
、

食
事
か
ら
体
内
に
取
り
入
れ
た
栄

養
素
が
う
ま
く
利
用
さ
れ
ず
、
血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
多
く
な
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
糖
質
や
カ
ロ

リ
ー
の
高
い
食
事
、
運
動
不
足
が

原
因
と
さ
れ
血
液
中
の
糖
分
が
過

剰
に
な
る
こ
と
で
血
管
が
も
ろ
く

な
り
、
傷
（
炎
症
）
が
治
り
に
く

く
な
り
、
体
の
抵
抗
力
が
落
ち
る

た
め
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
液
循

環
が
悪
く
な
っ
た
り
、
歯
周
病
菌

の
繁
殖
を
活
発
化
さ
せ
、
歯
周
病

の
発
症
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
ま

た
、
唾
液
の
分
泌
も
抑
制
さ
れ
る

た
め
、
口
や
の
ど
が
乾
き
や
す
く

な
る
こ
と
も
、
歯
周
病
の
重
症
化

に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、「
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

（
歯
と
歯
肉
の
す
き
間
）」の
中
で
、

歯
周
病
菌
に
よ
る
炎
症
の
悪
化
が

原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
初
期
に
は

小
さ
な
炎
症
で
す
が
、
持
続
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
血
液
の
中
に
さ

ま
ざ
ま
な
物
質
が
た
ま
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ

れ
る
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
の
働
き
を

邪
魔
す
る
成
分
も
含
ま
れ
、
結
果

と
し
て
血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
歯
周

病
で
い
る
こ
と
は
、
糖
尿
病
に
な

り
や
す
い
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

歯
周
病
を
治
療
し
な
い
で
い
る

と
、
血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
、
悪
化
し
た
血
糖
値
が
さ

ら
に
歯
周
病
を
重
症
化
さ
せ
る
と

「
歯
周
病
と
糖
尿
病
の関係

」

市民健康館　各種相談ガイド4 月
問合せ先　市民健康館

相　談 と　き 内　容 対象 担　当

①いきいき健康相談

4 日㊋
13：30〜14：30

19日㊌
13：30〜14：30

心と体に関する相談や
家族の健康に関する
相談など

ど
な
た
で
も

保健師・看護師

②�歯科衛生士による
　歯科相談

4 日㊋
13：30〜14：30 歯科に関する相談 歯科衛生士

③栄養士による
　栄養相談

19日㊌
13：30〜14：30 栄養に関する相談 管理栄養士

④おくすり
　なんでも相談

19日㊌
13：30〜15：00 薬に関する相談 犬山薬局薬剤師

江畑容子

⑤アルコール相談 8 日㊏
10：00〜15：00 飲酒に関する悩み相談 断酒会会員

■
高
齢
者
の
集
え
る

　
場
を
紹
介
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
は
、

孤
立
防
止
や
介
護
予
防
、
認
知
症

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

近
く
で
集
え
る
場
を
知
り
た
い

と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
高

齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
〜
寿
体
操
会
〜

　

市
の
筋
ト
レ
教
室
終
了
後
、
筋

ト
レ
を
続
け
た
い
、
仲
良
く
な
っ

た
参
加
者
同
士
こ
れ
か
ら
も
交
流

を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

O‌

B
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
毎

週
水
曜
日
午
前
中
、
福
祉
会
館
に

て
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
70
歳
以
上
高
齢
者

　
世
帯
訪
問
を
実
施

　

市
で
は
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り

の
状
況
を
把
握
し
、
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
適
切
に
提
供
す

る
た
め
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
よ
る
高
齢
者
世
帯
訪
問
を
行

い
ま
す
。

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
高

齢
者
福
祉
や
子
育
て
に
関
す
る
相

談
お
よ
び
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
な

男
性
参
加
者
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
で
増
え
る
と
よ
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
近
く
の
人
で
筋
ト
レ
に
興

味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

犬
山
北
地
区
の
集
え
る
場
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
あ

ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
犬
山
北
地

区
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
１
１

６６

）
ま
で
。

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
住
民
主
体

活
動
を
随
時

募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課

（
☎
44
・
０

３２５


）

ど
地
域
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
情
報
や
秘

密
は
法
律
上
の
守
秘
義
務
が
あ
り

厳
守
し
ま
す
。

▼
訪
問
期
間　

3
月
中
旬
頃
か
ら

▼
対
象　

平
成
29
年
度
に
新
た
に

70
歳
に
な
る
人
を
含
む
市
内
在
住

の
70
歳
以
上
（
昭
和
23
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の
高
齢

者　

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
担
当
（
☎
44
・
０
３

２５

）

　愛知県後期高齢者医療制度に加入している人は、
下記の宿泊施設（協定保養所）に宿泊すると、 1泊
あたり利用料金が、加入者 1人につき1,000円安く
なります。（平成29年 4 月 1 日から平成30年 3 月31
日宿泊分まで、全保養所合わせて 4回まで）
　同窓会や仲間での会合など、お得に利用できます。
▼利用方法　
①�協定保養所へ電話で申し込む（「愛知県後期高齢
者医療の被保険者である」と伝えてください）
②�宿泊当日に「後期高齢者医療被保険者証」を持っ
て行き、宿泊施設の窓口で保険証を（利用 2回目
以降の人は「利用カード」も併せて）提示する（保
険証の提示がない場合は、助成を受けられません）
③�通常料金から1,000円を差し引いた額で支払いが
できる

後期高齢者医療制度加入者に協定保養所利用料を助成
〜保養所でのんびり過ごしてみませんか〜

《初めて助成を利用する場合》
協定保養所から「利用カード」を 1枚渡します。（こ
のカードで利用回数を確認するため、紛失しないよ
う注意してください。）

協定保養所名 電話番号
犬山市 レイクサイド入鹿 67・3811
東浦町 あいち健康の森プラザホテル 0562・82・0211
田原市 シーサイド伊良湖 0531・35・1151
蒲郡市 サンヒルズ三河湾 0533・68・4696
豊田市 豊田市　百年草 0565・62・0100
桑名市 名古屋市休養温泉ホーム 松ヶ島 0594・42・3330

▼問合せ先　
　愛知県後期高齢者医療広域連合　給付課
　（☎052・955・1205）

い
う
悪
循
環
が
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

歯
科
医
院
で
の
歯
周
病
の

チ
ェ
ッ
ク
は
、
糖
尿
病
の
発
見
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
歯
周
病
の
治

療
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
の
方
は
血

糖
値
の
改
善
を
、
糖
尿
病
で
な
い

方
は
糖
尿
病
の
予
防
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予

防
の
基
本
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
適
切
な
食
生
活
で
、
歯
の
健
康

は
そ
れ
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で

す
。
こ
の
機
会
に
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
を
利
用
し
て
糖
尿
病
及

び
歯
周
病
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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■母子健康手帳の交付と説明会 
▼と　き　毎週㊋
　（㊗および年末年始を除く）
　受付時間：午前 9時〜 9時15分
　（この後約 1時間の説明あり）
▼�持ち物　妊娠届出書、筆記用具、個人番号カード
または個人番号通知カード、身分確認書類（個人
番号カードをお持ちの場合は不要）
※�公的機関発行の顔写真がついていない身分確認書
類（健康保険証、国民年金手帳等）は 2点必要です。
▼�ところ・問合せ先
　保健センター（☎61・1176）
※�説明会に参加できない人は、
　保健センターまで
　問い合わせてください。

■人形劇サークル
　「ふくべっこ」による人形劇
▼と　き　 4 月29日㊗午後 1時30分開演（45分間）
▼ところ　市立図書館 2階展示室
▼内　容　人形劇
　　　　　《演目》『おむすびころりん』ほか
▼対　象　幼児から小学生とその保護者
▼定　員　先着100人
▼入場料　無料
▼申込み　 4 月 4 日㊋午前10時から
　　　　　図書館（☎62・6300）で
　　　　　受け付け（電話可）

還
付
金
詐
欺
に

ご
注
意
！

　

市
役
所
か
ら
「
4
年
分
の
医
療

費
の
還
付
金
が
2
万
円
ほ
ど
あ

る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。「
手
続

き
は
今
日
中
だ
が
、
取
引
銀
行
は

ど
こ
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
答
え

る
と
、
銀
行
か
ら
電
話
を
さ
せ
る

と
言
っ
て
切
れ
た
。
す
ぐ
に
銀
行

か
ら
電
話
が
あ
り
、
家
の
近
く
の

A
T
M
で
待
ち
合
わ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
A
T
M
に
行

く
と
「
急
用
で
行
け
な
い
。
こ
れ

か
ら
電
話
で
手
続
き
を
案
内
す

る
」
と
言
わ
れ
、
指
示
通
り
に
操

作
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
通
帳
を
見

る
と
1
00

万
円
近
く
引
き
出
さ

れ
て
い
た
。（
70
代　

女
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
還
付
金
詐
欺

の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で

携
帯
電
話
を
持
っ
て
A
T
M
へ
行

く
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
ら
還
付

金
詐
欺
で
す
。
行
政
や
金
融
機
関

の
職
員
が
還
付
金
等
の
受
け
取
り

の
た
め
に
A
T
M
の
操
作
を
行
う

よ
う
に
連
絡
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。「
手
続
き
は
今
日

中
」
な
ど
と
せ
か
さ
れ
て
も
、
慌

て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
周
囲

に
相
談
す
る
な
ど
、
冷
静
に
対
処

し
ま
し
ょ
う
。
一
度
お
金
を
支

払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り
戻
す
の

は
極
め
て
困
難
に
な
り
ま
す
。
不

審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
最
寄
り

の
警
察
（
☎
＃
9
1
1
0
）
や
犬

山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談

○
犬
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

㊊
〜
㊍
午
後
1
時
〜
5
時
（
市
役

所
1
階
相
談
室
☎
44
・
0
3
9
8

相
談
時
間
内
の
み
）
※
㊗
は
休
み

○
尾
張
消
費
生
活
相
談
室

㊊
〜
㊎
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30

分
（
☎
0
5
8
6
・
71
・
０
９
９

９
㊗
は
休
み
、
3
月
末
ま
で
）

※
4
月
1
日
か
ら
「
愛
知
県
消
費

生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
」　

㊊
〜
㊎

（
㊗
は
休
み
）
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
30
分
（
☎
052
・
9
6
2
・
０

９９９


）

○
犬
山
市
消
費
生
活
法
律
相
談

毎
月
第
3
㊎
午
後
1
時
〜
4
時

（
市
役
所
2
階
2
0
3
会
議
室　

要
予
約
：
産
業
課
☎
44
・
０
３
４

０
）

※
消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

注
意
喚
起
等
の
情
報
が
あ
り
ま
す

（http

://w
w
w
.caa.go.jp/

）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

　
　
　気
を
つ
け
て
！

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
。
あ
の

日
か
ら
も
う
6
年
間
経
ち
ま
す
。

あ
の
数
日
間
の
出
来
事
を
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
と
き
日
本
に
留
学
し

て
い
て
、
千
葉
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
大
学
が
春
休
み
で
、
二
人
の

友
達
が
ド
イ
ツ
か
ら
遊
び
に
来
る

予
定
で
し
た
。
空
港
へ
迎
え
に
行

く
た
め
に
駅
へ
向
か
い
、
空
港
行

き
の
電
車
が
到
着
す
る
直
前
、
小

さ
な
揺
れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
地
震
？
」
と
最
初
に
思
い
ま
し

た
が
、
周
り
に
い
た
人
た
ち
が
誰

も
反
応
し
な
か
っ
た
の
で
、
電
車

に
よ
る
揺
れ
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
し
て
も
揺
れ
が
お

さ
ま
ら
ず
、「
地
震
？！
」
と
い
う

声
が
次
々
に
聞
こ
え
て
き
て
、
や

は
り
地
震
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
し
て
い
き
な
り
揺

れ
が
強
く
な
っ
て
、
と
て
も
怖
く

な
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。
留
学
生
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
、
地
震
が
起
き
た
と
き
に
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
何
度
も
聞
い
て

い
た
の
に
、
ど
ん
ど
ん
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
た
だ
う
ろ

う
ろ
し
た
り
、
自
動
販
売
機
を
つ

か
ん
だ
り
し
て
、
結
局
ベ
ン
チ
の

下
に
避
難
し
ま
し
た
。
の
ち
に
新

聞
で
3
分
以
上
の
長
い
揺
れ
だ
っ

た
と
知
り
ま
し
た
が
、
あ
の
と
き

は
永
遠
に
感
じ
ま
し
た
。

　

強
い
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
も
、

乗
る
つ
も
り
だ
っ
た
電
車
だ
け
で

な
く
他
の
電
車
も
全
く
運
行
し
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
大
き
な

地
震
が
起
き
た
こ
と
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
で
流
れ
ま
し
た
。
周
り
の
人
の

表
情
に
不
安
が
漂
い
ま
し
た
。
私

は
最
初
に「
電
車
は
も
う
来
な
い
。

友
達
を
迎
え
に
行
け
な
い
。
電
話

は
今
つ
な
が
ら
な
い
み
た
い
だ
け

ど
、
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を
な
ん

と
か
伝
え
な
き
ゃ
」
と
思
い
、
住

ん
で
い
た
寮
に
戻
り
ま
し
た
。
部

屋
に
着
い
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
物

が
棚
か
ら
落
ち
て
し
ま
い
、
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
状
態
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

寮
で
は
、
留
学
生
た
ち
は
テ
レ

ビ
が
あ
る
共
有
の
部
屋
に
集
ま
っ

て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
か
ら
は
、
緊
急
地
震
速
報
の

音
が
ず
っ
と
流
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
と
き
の
速
報
を
伝
え
る
音
が

そ
の
後
も
ず
っ
と
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
余
震
も
ず
っ
と
続
い

て
い
て
心
配
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
し
ば
ら
く
経
っ
て
余

震
が
お
さ
ま
っ
て
き
て
、
み
ん
な

や
っ
と
少
し
落
ち
着
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
寮
の
窓
か
ら
赤
い
空
が

見
え
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

「
も
し
か
し
て
火
事
？
そ
れ
と
も

夕
暮
れ
？
で
も
夕
暮
れ
に
し
て
は

早
い
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
爆
発

が
起
こ
り
ま
し
た
。
近
く
に
あ
る

製
油
所
で
火
災
が
起
き
た
よ
う
で

す
。
も
う
こ
の
災
害
に
は
終
わ
り

が
な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
夜
、
親
戚
や
ド
イ
ツ

に
い
る
友
だ
ち
か
ら
心
配
し
て
い

る
と
い
う
E
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
た
く
さ
ん
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
で
は
地
震
が
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
ど
ん
な
状
況
か
想

像
が
つ
か
な
っ
た
の
も
心
配
の
原

因
の
一
つ
で
す
が
、
主
に
福
島
の

原
子
力
発
電
所
を
心
配
し
た
そ
う

で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
す
で
に
地

震
よ
り
福
島
の
状
況
が
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

翌
朝
、
福
島
の
状
況
が
悪
化
し

て
い
た
た
め
、
ド
イ
ツ
の
親
戚
か

ら
「
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
こ
い
」
と

い
う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
り

た
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
ド

イ
ツ
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
の
気
持
ち
が

移
っ
て
し
ま
い
、
大
事
な
も
の
だ

け
を
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
、

ま
だ
運
航
し
て
い
た
関
西
国
際
空

港
へ
向
か
い
ま
し
た
。
地
震
後
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
駅
で
は
日
本
人

は
相
変
わ
ら
ず
ち
ゃ
ん
と
並
ん
で

待
っ
て
い
た
し
、
パ
ニ
ッ
ク
の
気

持
ち
を
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
電
車
の
中
で
、
遊
び
に
来
る

予
定
だ
っ
た
友
達
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。
地
震
が
起
き

て
か
ら
初
め
て
連
絡
が
取
れ
た
の

で
、
少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

大
阪
に
着
い
た
瞬
間
、
ま
た
電

話
が
鳴
り
ま
し
た
。
今
度
は
ド
イ

ツ
に
い
る
家
族
か
ら
で
し
た
。
福

島
の
原
発
が
爆
発
し
た
と
。
そ
の

と
き
、
疲
れ
や
シ
ョ
ッ
ク
で
地
震

が
起
き
て
か
ら
初
め
て
涙
が
ぼ
ろ

ぼ
ろ
出
ま
し
た
。

　

関
空
に
到
着
す
る
と
周
り
か
ら

は
ド
イ
ツ
語
し
か
聞
こ
え
な
い
ほ

ど
多
く
の
ド
イ
ツ
人
が
い
た
気
が

し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
メ
デ
ィ
ア

で
は
地
震
よ
り
も
福
島
の
こ
と
を

大
き
く
取
り
上
げ
て
い
て
、
多
く

の
ド
イ
ツ
人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
、
ド
イ
ツ
に
帰
り
た
く
な
っ
た

よ
う
で
し
た
…
。
み
ん
な
航
空
券

を
買
い
た
が
り
ま
す
が
、
値
段
が

大
分
上
が
っ
た
し
、
な
か
な
か
手

に
入
ら
ず
、
私
も
そ
の
一
人
で
し

た
。

　

地
震
が
起
き
て
三
日
目
。
私
は

な
ん
と
か
航
空
券
が
購
入
で
き

て
、
ド
イ
ツ
行
き
の
飛
行
機
に
乗

れ
ま
し
た
。
2
回
目
に
泣
い
た
の

は
、
ド
イ
ツ
に
帰
っ
て
か
ら
大
学

の
先
生
に
電
話
で
、
留
学
が
続
け

ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
時
で
す
。

好
き
に
な
っ
た
日
本
に
戻
れ
な

い
、
出
会
っ
た
友
達
と
ち
ゃ
ん
と

し
た
お
別
れ
が
で
き
な
か
っ
た
な

ん
て
…
ま
た
涙
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
出
ま

し
た
。

　

日
本
に
い
る
友
達
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
ま
し
た
。「
不
安
な
ら
、

い
つ
で
も
ド
イ
ツ
に
来
て
い
い

よ
」
と
。「
あ
り
が
た
い
け
ど
、

日
本
の
復
興
の
た
め
に
頑
張
ら
な

き
ゃ
」
と
い
う
よ
う
な
返
事
が
来

た
の
で
感
動
し
ま
し
た
。

　

帰
国
し
て
半
年
ぐ
ら
い
津
波
や

地
震
の
悪
夢
を
見
ま
し
た
。で
も
、

今
振
り
返
る
と
、
あ
の
と
き
の
た

く
さ
ん
の
つ
ら
い
思
い
よ
り
も
、

む
し
ろ
日
本
で
の
た
く
さ
ん
の
嬉

し
い
思
い
出
の
ほ
う
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
9
月
。
や
っ
と
大

好
き
な
日
本
に
戻
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
入
国
の
際
に
、
入
国
審

査
官
は
私
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
出
国

日
の
日
付
け
を
見
て
、
こ
う
言
い

ま
し
た
。「
大
変
な
と
き
で
し
た

ね
。
で
も
、
ま
た
日
本
に
来
て
く

だ
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

　
「
戻
っ
て
き
た
な
。
丁
寧
で
優

し
さ
に
溢
れ
る
日
本
へ
」
と
思
い

ま
し
た
。

ジ
ャ
ッ
キ
ー
の

つ
れ
づ
れ
日
記⑲

犬山市子育て情報

愛知県子育て応援マスコット・
キャラクター「はぐみん」

3
・
11
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※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です

平成29年度春季市民大会　開催日程

〈代表者会議〉	 ○少年軟式野球 ： 4 月 4 日㊋午後 7時〜　エナジーサポートアリーナ（市体育館）
	 ○サッカー ： 4 月 5 日㊌午後 7時30分〜　エナジーサポートアリーナ（市体育館）
	 ○軟式野球 ： 4 月 9 日㊐午後 7時〜　エナジーサポートアリーナ（市体育館）
	 ○ソフトボール（一般（男・女）） ： 4 月15日㊏午後 7時〜　勤労青少年ホーム
	 ○バスケットボール（小学生男子・女子） ： 5 月 6 日㊏午後 7時〜　エナジーサポートアリーナ（市体育館）
	 ○バスケットボール（一般（男・女）） ： 6 月24日㊏午後 7時〜　エナジーサポートアリーナ（市体育館）
▼問合せ先　体育協会（☎54・1016　勤労青少年ホーム 1階）

種　　目 期　　日 会　　場 部　　門 参　加　料 
（ 　）内は申込先 申込期限 備　　考

クレー射撃 ４/２３㊐
６/１１㊐ 関国際射撃場 スキート

トラップ
１種目 ２００円 
（当日） 当　日

サッカー ４/９㊐～
 ５/７㊐

羽黒中央公園 
（ハグスポ） 
多目的スポーツ広場

一般男子Ａ
一般男子Ｂ（４０才以上）

１ﾁｰﾑ４,０００円 
（体協事務局） ３/３１㊎ 雨天決行

バドミントン ４/９㊐ エナジーサポートアリーナ 
（犬山市体育館）

一般男子ダブルス（１・２部）
一般女子ダブルス（１～３部） １人６００円（当日） ３/３１㊎

弓道 ４/１６㊐ 犬山市弓道場 一般（男・女） 
学生（男・女）  １人２００円(当日) ３/３１㊎

柔道 ４/１６㊐ 犬山市武道館  
柔道場

小学（低・中・高学年） 無　料
当　日

有段・段外・女子 １人２００円(当日）

バスケットボール

４/８㊏

エナジーサポートアリーナ 
（犬山市体育館）

中学生（男・女） 無　料 ４/１㊏

５/１３㊏ 小学生（男・女） 無　料 ５/５㊎

７/２㊐ 一般（男・女） 　1人２００円 
（体協事務局） ６/４㊐

テニス ４/９㊐ 山ノ田公園 
テニスコート

一般・壮年男子ダブルス
一般・壮年女子ダブルス

１組１,０００円 
（当日） ４/２㊐ 雨天予備日 

４/１６㊐

ソフトテニス

４/２㊐
山ノ田公園 
テニスコート

一部（一般男子・高校生） 
二部（壮年）

１組　４００円 
　(当日）

３/２６㊐

雨天予備日 
４/２３㊐

４/８㊏  中学女子（団体･個人） 
 中学男子（団体･個人） 無　料 雨天予備日 

５/７㊐

バレーボール ４/１６㊐ エナジーサポートアリーナ 
（犬山市体育館）

一般女子（１・２部）
一般男子 

１ﾁｰﾑ３,０００円 
（当日） ４/２㊐

ハイキング ４/１６㊐ 大文字山(京都) 一般 １人5,000円 3月26日㊐9:00より受付 
（体協事務局） / １人２名まで申込可40名

軟式野球 
（第４７回大会） ４/１６㊐～ 木曽川犬山緑地 一般１部（Ａ・Ｂ級）

一般２部（Ｃ級・一般）
１ﾁｰﾑ４,０００円
（抽選会） ４/９㊐

少年軟式野球 
（第３８回大会）

４/８㊏ 
～４/２２㊏ 木曽川犬山緑地 小学生 

中学生 無　料 ４/４㊋

ソフトボール
４/２３・３０㊐ 山ノ田公園 

エナジーサポートグラウンド 一般（男・女） １ﾁｰﾑ４,０００円 
（体協事務局） ４/９㊐ 雨天予備日 

５/７㊐

６/１０㊏ 山ノ田公園 中学生女子 無　　料 ６/３㊏ ６/１７㊏

空手道 
（第１８回大会） ４/２３㊐ 犬山市武道館 （組手・形）学年ごと  １人１，０００円 

（当日） ３/２３㊍

卓球 ４/２３㊐ エナジーサポートアリーナ 
（犬山市体育館）

一般男子ダブルス 
一般女子ダブルス

１人　２００円 
（当日）

４/１６㊐
中学３年（男・女）   
中学２年（男・女） 無　料

グラウンド・ゴルフ ５/２０㊏ 木曽川犬山緑地 
多目的グラウンド

ゴールド（男・女） 
シルバー（男・女） 
ブロンズ（男・女）    

１人　５００円 
（体協事務局） ４/２８㊎ 雨天予備日 

５/２２㊊

バウンドテニス ６/２５㊐ エナジーサポートアリーナ 
（犬山市体育館）

ダブルス団体戦 １人３００円(当日）
６/１８㊐

ジュニア男子・女子 無　料

スポーツ
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※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です

NEW
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※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です
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EVENT GUIDE

催し物
ガイド

4月

テレビ　中部ケーブルネットワーク　12ch
ラジオ　愛知北エフエム　84.2MHz
避難所開設案内、警報などの放送

犬山市ホームページ
市内の気象情報・雨量・
河川水位などを検索

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp（空メール用送信アドレス）

災害情報は
ここから⇒

ろ　

し
み
ん
て
い　

▼
参
加
料　

５
０
０
円（
初
回
）　

▼
申
込
み
・

問
合
せ
先　

H
u
l
a
サ
ー
ク
ル

L
a
n
i
k
a
i
（
ラ
ニ
カ
イ
）

岡
本
（
☎
080
・
1
5
7
8
・
７
５

４
６
）

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
募
集

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
た
い
方
、

一
緒
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
し
ま
せ

ん
か
？
30
代
か
ら
70
代
の
メ
ン

バ
ー
約
15
名
が
チ
ー
ム
内
で
ゲ
ー

ム
を
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と

練
習
し
て
い
ま
す
。
子
連
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
初
心
者
も
子
連

れ
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
▼
と
き　

毎
週
㊍
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
と

こ
ろ　

東
洋
紡
体
育
館

▼
問
合
せ
先　

田
中
（
☎
29
・
５

１５９


）

◇　

◇　

◇

　

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
所
定

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
企
画
広
報
課
広
報
・
広
聴
担

当
へ
。
5
月
1
日
号
の
締
め
切
り

は
3
月
22
日
㊌
、
5
月
15
日
号
の

締
め
切
り
は
3
月
31
日
㊎
。

㊊　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後

5
時
（
最
終
日
は
午
後
4
時
㊋
㊌

定
休
）　

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先　

ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
木
屋
（
☎
61
・
０
５

９１

）

●�

第
33
回

　
京
大
モ
ン
キ
ー
日
曜
サ
ロ
ン

　
「
ユ
ネ
ス
コ
の
エ
コ
パ
ー
ク
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
霊
長
類
が
く

ら
す
日
本
と
世
界
の
エ
コ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
」

　

パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
出
向

さ
れ
て
い
た
京
都
大
学
霊
長
類
研

究
所
助
教
の
木
下
こ
づ
え
先
生
に

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
26
日
㊐
ひ
る
12
時

30
分
〜
午
後
1
時
15
分　

▼
と
こ

ろ　

公
益
財
団
法
人
日
本
モ
ン

キ
ー
セ
ン
タ
ー　

▼
参
加
料　

無

料
（
入
園
料
の
み
）　

▼
問
合
せ

先　

日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー

（
☎
61
・
2
3
2
7
）

●�

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
「
心
も
体
も

軽
や
か
に
♪
」

　

ハ
ワ
イ
の
H
u
l
a
を
通
し
て

“
姿
勢
を
正
す
”“
正
し
い
呼
吸
”

を
原
点
に
、
健
康
な
身
体
を
維
持

し
心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
保
ち
、
前

向
き
な
毎
日
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
高
齢
者
か
ら
小

さ
な
お
子
様
ま
で
、
男
女
を
問
わ

ず
、
犬
山
市
民
が
対
象
で
す
。

▼
と
き　

4
月
よ
り
第
1
・
3
㊎

午
後
1
時
30
分
〜
3
時　

▼
と
こ

●
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
木
屋
展
示
会

①
清
水
澄
子　

パ
ー
ル
＆
天
然
石

　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
展

　

世
界
に
た
っ
た
一
つ
…
あ
な
た

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
天
然
石
ジ
ュ

エ
リ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。
期
間

中
は
、
天
然
石
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作

り
体
験
教
室
を
開
催
。
お
好
き
な

石
で
あ
な
た
だ
け
の
天
然
石
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
す
。

②
犬
山
祭　

金
襦
袢
展

　

明
治
か
ら
昭
和
の
時
代
に
、
犬

山
祭
で
子
ど
も
た
ち
が
来
た
金
襦

袢
を
展
示
し
ま
す
。

③
〜
風
の
し
ら
べ
〜
東
川
舞
利

　

手
編
み
衣
展

　

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
お
し
ゃ
れ
着

に
も
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
着
方
が
楽
し
め
る
、
草
木

染
の
手
編
み
衣
と
小
物
た
ち
で

す
。
約
1
2
0
点
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

①
3
月
23
日
㊍
〜
27
日

㊊　

②
3
月
30
日
㊍
〜
4
月
3
日

㊊　

③
4
月
6
日
㊍
〜
4
月
10
日

■
末
永
く
お
幸
せ
に
！

　
〜
犬
山
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
〜

　

昨
年
夏
か
ら
利
用
が
始
ま
っ
た

犬
山
版
の
婚
姻
届
。

　
「
春
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
淡
い

ピ
ン
ク
色
で
、
市
内
の
観
光
施
設

等
の
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
と
「
木
曽

川
う
か
い
」
で
、
鵜
舟
や
ハ
ー
ト

を
捕
る
鵜
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
も
の
の
２
種
類
で
す
。

　

こ
の
半
年
間
で
市
で
受
け
付

け
た
、
約
400


件
の
婚
姻
届
の

う
ち
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
で
の

届
け
出
は
15
件
あ
り
ま
し
た
。

「
か
わ
い
い
の
で
（
記
載
後
の
届

け
書
を
）
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
ま
し

た
」「
ふ
た
り
で
（
婚
姻
届
の
種

類
を
）
選
ぶ
時
間
も
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
、
評
判
は
上
々
で
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
A‌

3
サ
イ
ズ

に
印
刷
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
犬
山
市
以
外
に
も
、
届
け
出

で
き
ま
す
。●平日窓口延長

毎月第1・第3火曜日
（3/21、4/4、4/18）午後7時まで
※�市民課窓口で住民票の写し・戸籍・
印鑑登録証明書の発行、印鑑登録、
転入届、転出届の受付、マイナン
バーカードの交付を行っています。

●日曜市役所
毎月第2・第4日曜日
（3/26、4/9、4/23）午前9時〜正午
※�市民課窓口で住民票の写し・戸籍・
印鑑登録証明書の発行、印鑑登録
を行っています。

●休日納税相談窓口
毎月第2・第4日曜日
（3/26、4/9、4/23）午前9時〜正午
※�納税相談は事前に予約してください。
　収納課（☎44・0316、44・0317）

【市民文化会館】☎67・2411　【南部公民館】☎68・0834

※都合により、開場・開演時間が変更になることがあります。

日 曜 催し物 会場 時間 入場料 問合せ先

16 ㊐ エンジェルトーンピアノ
コンサート 南部公民館講堂 開場12：30

開演13：00 無料
エンジェルトーン
ピアノ教室
☎090・4216・1384

23 ㊐ ピアノ・エレクトーン・
大正琴 発表会 南部公民館講堂 開場13：15

開演13：30 無料

長江
☎68・0233
秦
☎67・8043

30 ㊐
第12回健やか歌謡教室歌唱発表会
春の歌まつり
※先着100人に粗品進呈
※お楽しみ抽選会があります

南部公民館講堂 開場 9 ：00
開演 9 ：30 無料 土谷

☎090・1281・1202

◎市税などの納期限は以下のとおりです
　納付は、金融機関、コンビニ及び市役所・出張所でお願いします。

○市税などの納付は口座振替で
　口座振替の場合は納期限が振替日となります
ので、前日までに用意してください。

▼問合せ先　収納課（☎44・0316）

科　　目 納 期 限

国民健康保険税 10期

3 月31日㊎介護保険料 12期

後期高齢者医療保険料 8期

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）
受付時間：午前 8時30分〜午後 5時15分（㊏㊐㊗を除く）

■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（犬山市五郎丸東1-70　☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

と  き 病・医院名 電　話

3 月19日㊐ 羽根西ファミリー歯科
（扶桑・高雄米ノ山） 0587・93・7669

3 月20日㊗ 小島歯科医院� （愛宕町） 62・7288

3 月26日㊐ しみず歯科クリニック
（塔野地西中ノ切） 63・3981

4 月 2 日㊐ ないとう歯科�（扶桑・高雄伊勢帰） 0587・93・5500

■休日（夜間）診療  受付時間：午後 5時〜 8時
と  き 病・医院名 電　話

3 月19日㊐ 木村内科� （城南）
山本皮フ科クリニック� （高見町）

67・0008
62・6855

3 月20日㊗ 岡部医院� （内田）
ふなびきクリニック� （前原）

62・7121
62・8811

3 月26日㊐ 樹クリニック� （上坂）
カワムラ整形外科� （二ノ宮団地）

62・3101
67・1134

4 月 2 日㊐ 黒川すこやかクリニック�（下大本町）
竹内整形外科クリニック�（専正寺町）

61・0083
61・7311

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1000647.html

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1002705.html

オリジナル婚姻届を
利用されたみなさん

2425 広報いぬやま　H29・3・15号 広報いぬやま　H29・3・15号



家族でつくろう、うちの自慢メニュー
～わが家のおいしいごはん～

　わんぱくで明るく、
何にでも興味を持つ
性格。皆さん、どう
ぞよろしく。

レシピ提供者
久米琉太さん（小学6年生）

【作り方】
①だし昆布を鍋に入れ、800ccの水にひたしておく。
②�冬瓜は種とワタを除き、皮をむいて一口大に
切る。

③�①の鍋に、だしパック、冬瓜を入れて強火に
かける。沸とうしたら、厚削り節を入れて弱
火にし、だし昆布を取り出す。6〜7分火にか
けたら、だしパックと厚削り節を取り出す。

④�材料を切る。③の取り出しただし昆布…細切
り。油あげ…2cm幅に切る。薬味ねぎ…小口
切り。豚肉…食べやすい大きさに切る。Ⓐの
乾燥しょうが…キッチンバサミで細かくする。

⑤�③の鍋に、細切りにした昆布、油あげ、豚肉、
Ⓐを入れ、再び強火にする。煮立ったら弱火
にし、アクを取りながら冬瓜がやわらかくな
るまで煮る。

⑥器に盛りつけて、薬味ねぎを散らす。
＊�だし汁のきいたスープをたっぷり含んだ冬瓜は、家族みんなの大好物です。
　冬瓜が手に入らないときは、じゃがいも使ってもだし汁との相性が良くおいしいです。

（第10回全国親子クッキングコンテスト犬山地区大会入賞・東海大会出場作品）

【献立テーマ】 久米さん家のまんぷく定食 薬膳風
【献立名】 まんぷく冬瓜汁

インターネットホームページアドレス　http://www.city.inuyama.aichi.jp/
Eメールアドレス　010201@city.inuyama.lg.jp　FAX 0568〈44〉0360
発行　犬山市役所　〒484‐8501　愛知県犬山市大字犬山字東畑36	 ☎0568〈61〉1800㈹
編集　経営部企画広報課	 ☎0568〈44〉0311　平成29年3月15日号

QRコード

310

「城下を駆ける」

先月12日に行われた「第35回犬山国際友好シティマ
ラソン」。今回は市内外から4215人が参加し、心地
よい汗を流しました。今年は好天に恵まれ、犬山城
を背にたくさんのランナーがスタートしました。

Ⓐ

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所企画広報課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

笑顔をたやさず、元気に
育ってね。

武内美
み

咲
さ

希
き

ちゃん
（小洞）

平成28年 3 月20日生まれ

これからも楽しい毎日を
過ごそうね。成長が楽し
みだよ。

外山陽
はる

章
あき

ちゃん
（南古券）

平成28年 3 月13日生まれ

編
集
後
記

　

間
も
な
く
3
月
も
終
り
、

新
た
な
「
出
会
い
」
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

紙
面
で
も
お
伝
え
し
た
よ

う
に
、
次
号
よ
り
広
報
紙
の

デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。

　

表
紙
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
を

は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
縦
書

き
を
横
書
き
に
し
、
左
か
ら

開
く
形
に
な
り
ま
す
。
広
報

発
行
以
来
の
大
改
革
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

よ
り
読
み
や
す
い
広
報
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
広
報
を
読
ん

で
い
な
か
っ
た
方
に
も
手
に

と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
広
報
と
の
「
出
会

い
」
が
、
皆
さ
ん
の
知
る
喜

び
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
、

今
後
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

広
報
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
F
）

材　料
（4人分）

冬瓜 �  500g
豚肉（薄切または小間切）
　　　　　 �  200g
油あげ �  大判2枚
薬味ねぎ �  適宜
だし昆布 �  5×10cm
だしパック �  1袋（12g）
厚削り節 �  25g
（お茶パックに入れておく）
泡盛 �  大さじ3
しょうゆ �  大さじ1
藻塩 �  小さじ1
昆布茶 �  小さじ1/2
乾燥しょうが �  2枚


